
帯広市では、学校・家庭・地域が目標を共有し、未来を拓く子どもたちを社会総掛かりで育む仕組
みづくりを進めるため、コミュニティ・スクールの導入を推進しています。

コミュニティ・スクールを導入した学校には「コミュニティ・スクール協議会」（学校運営協議会）
を設置し、教育委員会から任命された保護者や地域住民等の代表が、一定の権限と責任を持って学校
運営の基本的な方針を承認したり、教育活動について意見を述べたりすることを通じて、子どもに関
する様々な課題解決に参画していきます。
このことを踏まえ、本校では令和４年１０月１日にコミュニティスクールを立ち上げていきます。
本校では、これまでも多くの方々に学校運営や子どもたちの育ちを支援していただいてきました。

登下校の見守り、学習支援、図書ボランティア、放課後居場所づくり、PTAなど様々な活動がありま
すが、これらの活動が大きく変わるわけではありません。
これからの社会を生き抜くために、子どもたちに身に付けさせたい能力や資質はどのようなものか。

学校・家庭・地域が目標を共有して、それぞれの活動に取り組むことによって、より高い教育効果を
期待するとともに、今までの活動をより組織的・継続的に行えるよう体制を整えていきます。

帯広市 コミュニティスクール
～未来を拓くこどもをともに育む～
【令和 3 年 4 月発行（令和４年４月改訂）】より抜粋

本校ではこれまで「学校支援地域本部事業」として、
地域の皆様の支援をいただいて行ってきたことを紹
介します。これらが「地域学校協働活動」へとつな
がっていきます。

本校で行っているおもな学校支援地域本部事業

森のくまさん（子ども見守り隊）
図書ボランティア
どんぐりの森（子どもの居場所づくり）
学習支援ボランティア（体力測定や朝作文など）
スケート学習ボランティア
「小さな森」環境ボランティア
除雪ボランティア など

本校で行っているおもな地域連携活動 コミュニティスクールの詳細につきましては別紙で
お配りしました「帯広市 コミュニティスクール」

帯広市みどりの課と連携した育樹体験 ～未来を拓くこどもをともに育む～をご覧ください。
帯広市百年記念館と連携した環境学習 また、今後のコミュニティスクールに関することは
廣瀬牧場様「子牛ふれあい体験」 あらためて文書等でお伝えしていきます。
キャリア教育学習など どうぞよろしくお願いします。

深く考え、心豊かな、

思いやりのある たくましい子



今号のタイトルは、「夏至（げし）」

（二十四節気のうちの一つです）。夏至の日は、北

半球では太陽高度が最も高く、日陰は最も短く、

さらに昼間の時間が最も長くなります。夏至の約

半月後には、暑さが本格的になっていく小暑（し

ょうしょ）を迎えます。いよいよ夏本番です。

日 曜 主な行事予定

１ 金 第３２回開校記念日

２ 土

３ 日

４ 月 安全点検日 下校巡回指導①
学年会計納入願配布
ＳＴ来校週間（８日まで）

５ 火 １年授業参観日 学年費集金日①

６ 水 学年費集金日②
ＰＴＡ会費納入日（低）

７ 木 学年費集金日③
ＰＴＡ会費納入日（高）

８ 金 ２年授業参観日 ４年生郷土体験学習
ＫＴＳＢＡ ＊ 定時退勤日

９ 土

１０ 日

１１ 月 どんぐりの森⑤ ＰＴＡ三役会

１２ 火 給食費納入日（低）

１３ 水 給食費納入日（中） 学年会議

１４ 木 ６年授業参観日（修学旅行保護者説明
会）給食費納入日（高）ＡＬＴ来校日
研修日（ＩＣＴ講習）

１５ 金 給食費納入日予備日 児童会⑤
夏休み図書貸出期間（２０日まで）
学年会計報告配布 ＫＴＳＢＡ
読み聞かせ（図書ボランティア）
＊ 定時退勤日

１６ 土

１７ 日

１８ 月 海 の 日

１９ 火 研修日 森の子学級バス学習

２０ 水 大掃除（図書ボランティア）

２１ 木 大掃除（全校５時間授業日）

２２ 金 １学期終業式（全校５時間授業日）
ＫＴＳＢＡ 月末統計
＊ 定時退勤日

２３ 土

３１ 日

８月１８日（木）まで夏季休業
１９日（金）２学期始業式

平成２３年に京都市で４歳の男の子が亡くな

る交通事故がありました。

男の子が大切に育てていたひまわりを残した

いという両親の願いと、交通事故の根絶をもと

に誕生した「ひまわりの絆プロジェクト」は、

今年も全国の小学校を中心に行われています。

本校でも昨年に続き、６月１５日（水）に

１年生と森の子学級でひまわりの種を植えまし

た。帯広警察署の方から「飛び出しをしないで、

道路を渡るときには、青信号を確かめ、左右の

安全を確認しましょう」など『交通安全』に関

するお話をしていただきました（下の写真上段）。

ひまわりを植えることを通して、また、今後

成長するひまわりを目にすることで、交通安全

に対する気持ちが芽生えることを願うとともに、

森の里小学校の全児童が、交通ル－ルを守り、

交通事故にあわないよう気をつけて生活するこ

とを願っています。


